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0. 序章  
1. 音韻論  
2. 語と語類  























































 本稿は 2010 年 6 月から 2011 年 9 月まで行った日本での聞き取り調査と、ミッチーナにおいて
2011年 3月の 1か月間行った現地調査で得られたジンポー語文法に関する音声・書記データを 1
次資料として分析を行ってきた。データは調査票に基づく語彙調査及び文法項目調査によって得
られたものと、会話、民話の語りを録音し書き起こした 2種が含まれる。 







(1-1) ((C0) C1(C2))V(C3)/T 
ジンポー語の体系的記述 








(1-2) a. Vが先頭に立つ場合  
  V /uLF/ 「鶏、鳥」 
  VC3 /anHL/ (2.DU) 
 b. C1が先頭に立つ場合  
  C1V /kaLL/ 「書く」 
  C1C2V /kyaLF / 「柔らかい」 
  C1VC3 /kopLF/ 「隠す」 
  C1C2VC3 /kyamHL/ 「騙す」 
 c. C0が先頭に立つ場合  
  C0C1V /’nuLF/ 「母親(呼びかけ語)」 
  C0C1VC3 /’nawLL/ 「妹、年下の女性(呼びかけ語)」 
  C0C1C2V /Np
h
yeHF/ 「背負い型の鞄」 







/mə, pə, cə, ɕə, sə, tə, kə, k
h
ə, lə, ə/ 




C0 C1 C2 V C3 T 














/l/, /y/, /w/, /h/, /f/ 
/y/, /r/ /i/, /e/, /a/, /o/, /u/ 
/ /, / /, /a /, /  /, / / 
/p/, /t/, /k/, /’/ 
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 このうち/tsh/, /ch/, /h/, /f/は外来語にしか確認できないなど極端に頻度の低い音素である。 
子音連続には次のようなものがある。/pr, phr, kr, khr, py, phy, ky, khy, my, ŋy[ɲ]/。母音連続は [aĕ], 




超分節音素として声調が観察できる。阻害音を末子音として持つ音節は High と Low の二声
調対立  (cf. katHL「市場」 , katLF「走る」それ以外の音節では高平調  (High-level), 中平調 
(Mid-level), 低下降調 (Low-falling), 高下降調 (High-falling)の 4声調が対立している。 
 
High-level : yoHL「計画する」khamHL「捕える」ɕaHL「食べる」 
Mid-level:  yoLL「浮かぶ」khamLL「健康だ」waLL「男」 
Low-falling:  yoLF「衰える」khamLF「受ける」waLF「帰る」ɕaLF(限定) 











表 2-1:  語と接辞の違い 
 主音節が 1つ以上含まれる 発音上独立しうる 単独で文の構成素になれる 
語 
内容語 + + + 
機能語
(小辞) 
+ + － 


































は近称/ 非近称の対立を持つ tay系列と遠称で上/ 水平/ 下の対立を持つ ra系列に分かれる。こ
のジンポー語の指示詞は表 4-1の通りである。 
 
        表 3-1: 指示詞一覧 
  a. ｔayLL系列       b. raHF系列(遠称)     
近称 NtayLL  上 thoHLraHF  
非近称 tayLL 水平 woHLraHF 
 下 leHLraHF 
 
3.2. 人称代名詞 
ジンポー語の代名詞は 1、2、3の 3つの人称、及び単数、双数、複数の 3つの数に区分される。
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表 3-2: 代名詞一覧 
 単数 双数 複数 
 基本形 所有形   
1人称 ŋayLL ŋye’HL anHL anHLtheLL 
2人称 naŋLL na’HL nanHL nanHLtheLL 








ジンポー語の数詞は 10 進法を用いる。1 から 10 までは独自の形式を用い、それ以上の数はそ
れぞれの形式を並列し、組み合わせることで作られる。 
 
表 3-3: 数詞 
0 10 ɕiLL 20 khunLL 
ləŋayHF 「1」 ɕiLLləŋayHF「11」 khunLLləŋayHF「21」 
ləkh ŋHF「2」 ɕiLLləkh ŋH「12」 khunLLləkh ŋHF「22」 
məsumLL「3」 ɕiLLməsumL「13」 khunLLməsumLL「23」 
məliLL「4」 ɕiLLməliLL「14」 khunLLməliLL「24」 
məŋaLL「5」 ɕiLLməŋaLL「15」 khunLLməŋaLL「25」 
kru’HL「6」 ɕiLLkru’HL「16」 khunLLkru’HL「26」 
sənitLF 「7」 ɕiLLsənitLF「17」 khunLLsənitLF「27」 
mətsatHL「8」 ɕiLLmətsatHL「18」 khunLLmətsatHL「28」 





(3-1) a. məɕaLF  mərayLL+məsumLL 
人    CLF+三 
 
ジンポー語の体系的記述 
- 99 - 
 
b. məɕaLF  məsumLL 






詞句における必須要素は動詞と VSM(verb sentence marker: 動詞文標識)である。 
 
(名詞類)+[V(接頭辞)_動詞-(助動詞)-VSM] 










   心+熱い-[共同]-VSM 
















a’HL saLL yaLL-ayLL. 
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(4-2) ɕiLL  kət
h
eLF  tsunLL-ayLL. 




(4-3) ɕiLL  səkuHF kəɕaLF-p
h
e’HL tamLL saLL-ayLL. 




(4-4) ŋayLL  ɕəpreLL ɕaHL  ra’LF-ayLL. 







(4-5) ɕiLL  kəyetLF   NHL_k
h
rumHL-ayLL. 











表 4-1: ムードの 6項対立 
VSM 代表形 例 
陳述 -ayLL ɕaHL-ayLL「食べた」 
命令 -u’LF ɕaHL-u’LF「食べろ」 
勧誘 -ka’LF ɕaHL-ka’LF「食べよう」 
祈願 -u’LFka’LF pyoLL-u’LFka’LF「楽しくあれ」 
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疑問 -NniHF ɕaHL-NniHF「食べたのか」 
 
4.4.2. 陳述文におけるアスペクトによる対立 
陳述文の VSMは -ayLL/-sayLLが非変化/変化 の 2項対立をなす。 
 
● -ayLL : 非変化の形式 
 
1) 状態動詞+-ayLL 現在または過去、2) 動作動詞+-ay: 過去 
 


















(4-9)  ko’HLsiLL-sayLL. 
空腹だ-VSM 
「もう空腹だ」 
(4-10)  ɕaHL-sayLL. 
食べる-VSM 
「もう食べ終わった」 












_:       接辞境界 
-:       小辞境界 
+:       同一句内の語境界 
1:       聞き手の人称 
3:       第三者の人称 
ACC: accusative 対格 
CLF:  classifier particle    類別小辞  
NEG:  negative       否定辞 
PASS: passive       受け身 
SFP:  sentence final particle  文小辞 
SG:   singular       単数 
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